










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































注⑴ 報告書は北海道生活福祉部から昭和 47, 54, 61
年，平成 5, 11, 18年の 6回おこなわれている。
ここでは平成 5, 11, 18年版を参照した。
　⑵ 高倉新一郎『アイヌ政策史』日本評論社，
1942年，p. 111。
　⑶ 同上，pp. 127–130。
　⑷ 同上，p. 187。
　⑸ 同上，p. 145。
　⑹ 同上，pp. 172–175。
　⑺ 同上，p. 178。
　⑻ 同上，p. 179。
　⑼ 同上，pp. 188–189。
　⑽ 同上，pp. 238–239。
　⑾ 同上，p. 243。
　⑿ 同上，p. 245。
　⒀ 同上，pp. 246–247。
　⒁ 同上，pp. 249–250。
　⒂ 同上，pp. 283–284。
　⒃ 同上，p. 289。
　⒄ 同上，p. 318。
　⒅ 同上，p. 319。
　⒆ 同上，p. 321。
　⒇ 同上，pp. 325–327。
　21 松浦武四郎『近世蝦夷人物誌』（弘元年～安政
四年の記録）　再録，『日本庶民生活史料集成』
第四巻，三一書房，1969年。例えば，ドンクル
の項 p752，クワンレキの項 p758，フツチウの項
48 近代アイヌ差別の発生についての考察（上野）
p780。
　22 イザベラ・バード『日本奥地紀行』高梨健吉
訳　平凡社，1973年，p. 265。
　23 前掲　『アイヌ政策史』，p341。
　24 同上，pp. 350–351。
　25 同上，pp. 375–376。
　26 同上，p. 377。
　27 同上，p. 381。
　28 前掲，『近世蝦夷人物誌』，ムンケケの項
pp. 802–803。
　29 ひろたまさき『差別の視線』吉川弘文館　1998
年，p. 77。
　30 同上，p. 79。
　31 福沢諭吉『学問のすすめ』岩波書店，2007年，
p. 12。
　21 松本十郎「アイヌ教化について」北海道図書
館蔵『石狩十勝両河紀行』，1875年，ひろたま
さき『日本近代思想体系 22巻　差別の諸相』　岩
波書店，1990年，p. 10–11，再録。
　33 関場不二彦『あいぬ医事談』，1896年，p. 213
–214，p. 217。　河野本道選『アイヌ史資料集』
第 3巻 北海道出版企画センター，1970年，再録。
　34 前掲『差別の視線』，p. 128。
　35 同上，p. 131。
　36 同上，p. 132。
　37 アルベ－ル･メンミ（Albert Memmi）『人種差
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